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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国の記録と同程度もしくは上回った種目 

 握力、上体起こし、長座体前屈 

 反復横跳び 

○全国の記録より同程度もしくは下回った種目 

 ２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、立ち幅跳び 

 ソフトボール投げ 

・前年は握力が全国平均を超えるにとどまっていた

が R7 は瞬発力や柔軟性も全国平均を上回ってお

り、全体的に体力の伸びが見られた。 

 
○全国の記録と同程度もしくは上回った種目 

 握力、長座体前屈 

○全国の記録より同程度もしくは下回った種目 

 上体起こし、反復横跳び、２０ｍシャトルラン 

 ５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

・毎年、握力は全国平均を超えている。また、R7は長座

体前屈も全国平均を上回った。まだまだ下回っている

種目が多いので、今後も総合的に力を付けていく必要

がある。 

 ・運動が好きな子の割合は男子 76％、女子

42％。体育の授業でできなかったことがで

きるようになった時に楽しさを感じる子

は男子 73％、女子 84％。 

・体育の授業で目標を意識して「できたり分かった

り」したことがいつもあると答えた割合は男子

20％、女子 29％。体育の授業にいつも進んで参

加している割合は男子 63％、女子 42％。 

・体育の授業でできたことに楽しさを感じるが、

いつも感じているわけではないことから「でき

た！分かった！」と明確に価値を感じる授業に

改善していく必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ・農体験リーダー（さとらんど）や地域の農家の方をお呼びし、たまねぎの作り方や栄養を学ぶことで自分の体への関心を高められるようにする。 

  ・全保護者に呼び掛けて給食試食会を行い、給食の工夫や栄養等について共有することで、家庭での子どもへの関わり方について考えてもらえるようにする。 

  ・タグラグビー等、可能な限り外部講師をお呼びして、そのスポーツや体への関心を高め、自ら運動する意識をもつことができるようにする。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

「課題探求的な学習」の推進 

・各単元で「楽しそう」「やってみた

い」と思うよう教材化したり、導入

を工夫したりして、子どもたちが自

ら進んで、夢中で運動に取り組める

ような授業を構築する。 

・1人 1台端末を使って動きを記録し

て課題を見付けたり解決したりでき

るようにする。（ＩＣＴの活用） 

・保健では、自分の体や生活について

振り返り、自分事として捉えさせた

上で健康に関する課題を自分自身で

発見し、目標をもって取り組めるよ

うな授業サイクルにする。 

児童委員会を中心とした活動と 

ふれあい活動での運動機会を増やす 

・健康委員会が中心となって、給食の栄養

素に目を向けたり、バランスよく食べる

ことを意識したりできるようにする。 

・体育委員会が中心となって、みんなで体

を動かす集会を企画・進行する。また、

それらの成果を実施学年に知らせていく

ようにする。 

・ペア学年によるふれあい活動において、

体を動かして遊ぶ内容を多くし、楽しさ

を感じながらも進んで運動できるように

工夫していく。 

 

休み時間を活用した体つくり運動の充実や 

学級・学年での全員遊びの推奨 

・先生方が積極的にグラウンドや体育館に行

き、子どもと一緒に楽しむ機会を作る。 

・子どもが気軽にグラウンドに出て遊びたく

なるよう、各学級にボールやドッジビー、大

縄を配備したり、グラウンドでフラフープや

ケンステップ、三角コーンを自由に使えるよ

うにしたりする。 

・学年遊びの日を設定し、運動機会の少ない子

でも運動できる環境を創出する。 

・冬でも運動する機会を創出するため、体育館

のステージ上やワークスペースでできる運

動器具を準備する。 



 


